
高精度・高効率遮音特性評価法の開発と折紙構造への適用 

Development of high-precision and high-efficiency sound insulation 

characteristic evaluation method and application to origami structure 

 

阿部 綾(Aya ABE) 

明治大学先端数理科学インスティチュート(Meiji University, MIMS) 

aya_abe@meiji.ac.jp 

 

軽くて剛性の高い折紙構造は自動車や列車のフロア等への適用が期待されるが、それには優

れた遮音特性が求められる。複雑構造の遮音特性の評価には有限要素法の適用が期待される

が、理論値と容易に合致しないことから未だに実験中心に検討がなされている。 

これまでの有限要素法による遮音板の透過損失の算出には理論値との間に補正が必要とされ

ていたことにより、遮音特性評価は定性的な検討に留まっていた。本報ではその原因を明らか

にし、より汎用的なものとするために 1次元音響管モデルにおいて、加振板に与える速度条件

と遮音板直近の音圧とから入・反射音圧を分離して求める方法について検討し、理論値のある

平板の遮音特性評価で妥当性を確認した。また、１つのコア付き平板における遮音特性につい

て、同手法を適用し、検討・考察を行った。 

これにより、高速・高精度な遮音特性シミュレーション技術が得られた。この開発した手法

とともにこれを用いた解析例と今後の折紙工学への適用についての展望を述べる。さらにより

複雑な形状の評価への利用が期待される。 
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